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１　平 成 24 年 度　水 道 事 業 会 計 決 算 概 況

（１）総 括 事 項

（業務の状況）

（建設及び改良工事）

水道は、市民の快適な生活や産業活動の進展に欠くことのできない都市の基
幹施設であり、安全で良質な水を安定して供給するとともに、東日本大震災を
踏まえ更なる地震対策の推進など、災害時における安定給水の確保を目指し、
耐震化を考慮した水道施設の更新に取り組んでおります。

また、近年の水需要については、人口が年々増加しているものの、家事用等
の使用では節水型社会構造への変化から微増傾向にあり、大口の使用では産業
構造の変化により減少傾向にあるため、水需要全体でみるとほぼ横ばいで推移
しています。

一方、財政面では、行財政改革などによる経費節減を推進したことにより、
当年度純利益を計上しましたが、再構築計画が本格化していることから、単年
度資金不足額が生じたため、累積資金の活用により対応いたしました。

今後も、再構築計画や施設の耐震化などに伴う建設改良事業を推進していく
ことから、累積資金の活用と水道経営の健全化に取り組んでまいります。

栓、普及率はほぼ100％です。

に記録した54万3,900 です。

年間配水量は1億8,489万4,500 、1日最大配水量は平成24年7月16日
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また、水道料金収入は税抜きで 246億3,416万5,099円です。

平成24年度末における給水人口は144万416人、給水栓数は 79万6,866

平成24年度の建設改良費の決算額は、前年度からの繰越事業費を加えて、
116億928万6,921円となっております。
　また、１１億8,959万5,742円を平成25年度に繰り越しました。

主な建設改良工事として、耐震管路等整備事業費については、老朽化した管
路の耐震化及び基幹構造物の耐震補強などを行うもので、１号送水管1100㎜
更生工事などを施行しました。決算額は43億5,567万4,646円となっておりま
す。

川崎縦貫道路関連施設整備費については、川崎縦貫道路建設に伴い配水管の
移設などを行うもので、旭町１丁目配水管布設替工事を施行しました。決算額
は6,022万3,130円となっております。

施設再構築事業費については、給水能力の見直しを主軸とした水源や施設形
態のあり方などを適正な規模に見直す再構築計画に基づき施設整備を行うもの
で、長沢浄水場ろ過池・配水池等築造工事などを施行しました。決算額は57億
1,850万2,898円となっております。なお、長沢浄水場では、第1期更新工事
が完成し、平成25年4月1日から一部施設が新たに稼働しています。

その他の建設改良費については、送・配水管の布設及び更新、浄水場など諸
施設の改良工事を施行しました。



２　平成24年度 水道事業会計決算総括表

（１）予算執行状況
ア　収入（税込額）

 （単位　円）

イ　支出（税込額）
（単位　円）

（２）収益的収支・資本的収支
ア　収益的収支（税込額）

（単位　円）

円

イ　資本的収支（税込額）
（単位　円）

（３）資金過不足額
ア　平成24年度単年度資金過不足額

（単位　円）

＜補てん財源等の内訳＞
・

・

99.2%

予　　算　　額

△ 272,778,841収益的収入

科　目 執行率

99.2%

予　　算　　額 決　　算　　額

818,592,379

△ 9,804,546,073

△ 4,491,798,403

1,687,468,848

区 分

単 年 度 資 金 不 足 額
( Ａ ) ＋ ( Ｂ ) ＋ ( Ｃ )

4,636,023,000

資本的支出

33,315,729,000

資本的収入

37,951,752,000

収益的支出 32,461,743,000

18,120,671,681 14,395,247,006

区 分

資本的収支

79.4%

収支差引

5,101,173,432

支　　出

△ 9,804,546,073

91.1%

減価償却費

46,090,616,278

支　　出

消費税資本的収支調整額

14,395,247,006

7,309,589,775

33,042,950,159

516,129,571当年度分消費税及び地方

△ 45,322,067

37,633,651,092

4,590,700,933

△ 3,725,424,675

31,695,369,272

執行率

97.6%

増　△　減

△ 766,373,728

6,793,460,204

固定資産除却費

△ 318,100,908

収支差引

科　目

収　　入

33,042,950,159

当 年 度 純 利 益（ Ａ）

31,695,369,272

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額 9,804,546,073円は、当年度分消費税
及び地方消費税資本的収支調整額 516,129,571円、減債積立金 727,373,328円、
過年度分損益勘定留保資金 7,560,177,434円及び当年度分損益勘定留保資金
1,000,865,740円で補てんした。

4,817,924たな卸資産減耗費

合　計

収　　入

資本的収支差額（Ｂ）
当年度分損益勘定留保資金

818,592,379

金　　　額

50,582,414,681

収益的収支差額（税抜額）　＝　当年度純利益

備 考

区 分

1,347,580,887収益的収支

4,590,700,933

△ 1,676,363,919

補 て ん 財 源 等（ Ｃ）

合　計

増　△　減決　　算　　額

99.0%
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イ　累積資金過不足額
（単位　円）

（４）経営成績（税抜額）
（単位　円）

（５）財政健全化法における資金不足比率の状況

科 目 金 額

29,378,379,653営 業 費 用

-                           
前 年 度 繰 越

経 営 健 全 化 基 準

欠 損 金

1,302,843,917

営 業 収 益

特 別 利 益

営 業 外 収 益

△ 1,676,363,919 10,892,185,814

金 額科 目

※資金不足比率は現段階での速報値である。

水 道 事 業 会 計
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20%
（資金不足となっていない）

244,159,666

資 金 不 足 比 率

—

30,709,100,670

818,592,379

2,646,565,747

会 計 名

特 別 損 失

営 業 外 費 用

利 益 剰 余 金
当 年 度 未 処 分

当 年 度 純 利 益

31,527,693,049

27,877,100

当 年 度 純 損 失

総 収 益

-                           

-                           

総 費 用

欠 損 金
前 年 度 繰 越

利 益 剰 余 金
当 年 度 未 処 理

平 成 24 年 度
単 年 度 資 金 不 足 額

平 成 24 年 度 末
資 金 残 額

28,636,967,636

12,568,549,733

平 成 23 年 度 末
資 金 残 額

4,280,998,971

5,099,591,350



３　業務の状況

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( )

Ｐ

( ％ )

( ％ )

10,785
給 水 栓 数

給 水 人 口

(栓) 786,081

0.2

（7/16）

166,673,894

561,400

184,894,500 186,693,900

△ 3.1

平 成 23 年 度

5,528

1.4

(人)

89.1

454,291
0.5

１ 日 最 大 配 水 量

456,641

543,900

(％) 99.99

403,416

(  )

510,093

1.1

2,350

—

166,270,478

0.2

（ /日）

506,560
△ 3,533

１ 日 平 均 配 水 量

年間有収水量

（ /日）

△ 0.7

（ /日）

1日平均有収水量

(  )

(％)有 収 率

配水管の延長 2,394,003

90.2

24,634,165,099

2,388,475

△ 0.3

△ 86,217,642（税抜額）

水道料金収入 (円)

(ｍ)

年 度

（6/22）

△ 1.0

0.6

項 目

△ 1,799,400

8,106

年 間 配 水 量

普 及 率
0.0

796,866

1,432,3101,440,416

平 成 24 年 度 増 △ 減 （ ％ ）

99.99

△ 17,500

0.00

24,720,382,741
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